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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
、
会
員
の

皆
様
か
ら
、
習
志
野
商
工
会
議
所
の

事
業
に
対
し
ま
し
て
心
温
ま
る
ご
支

援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
会
館
の
建
設
に
際
し
ま

し
て
は
、
景
気
厳
し
き
折
に
も
関
わ

ら
ず
、
会
員
の
皆
様
か
ら
、
絶
大
な

る
ご
支
援
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
本
年
３
月
末
の
完

成
に
向
け
て
、
順
調
に
工
事
が
進
捗

し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
厚
情
に

対
し
ま
し
て
、
重
ね
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
先
行
き
が
見
出
せ
な
い
ま

ま
に
景
気
の
低
迷
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
こ
う
し
た
時
代
に
こ
そ
、
商
工

会
議
所
と
し
て
の
明
確
な
事
業
方
針

を
示
し
、
会
員
の
皆
様
の
ご
期
待
に

お
応
え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
常

日
頃
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
活
動
拠
点
と
な
る
会
館
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
習
志
野

市
か
ら
庁
舎
分
室
を
一
室
お
借
り
し

て
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

本
年
は
、
設
立
以
来
の
会
員
の
悲
願

で
ご
ざ
い
ま
す
『
新
会
館
』
が
、
多

く
の
会
員
の
方
々
や
行
政
の
絶
大
な

ご
支
援
の
も
と
で
完
成
い
た
し
ま
す
。

　

新
会
館
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
要
望
を
踏
ま

え
て
、
積
極
的
な
情
報
交
換
と
交
流

の
場
に
す
る
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
習
志
野
商
工
会
議
所

の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
り
失
業
率

が
高
ま
り
、
雇
用
や
財
政
不
安
が
募

る
混
沌
と
し
た
時
代
に
あ
っ
て
、
商

工
会
議
所
で
は
、
創
業
・
起
業
の
ひ

と
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
大
久
保

の
「
ま
が
り
や
」
を
は
じ
め
谷
津
の

「
陽
だ
ま
り
」
を
提
供
す
る
な
ど
地
域

密
着
型
事
業
に
取
り
組
み
、
積
極
的

に
地
域
振
興
の
活
性
化
に
貫
献
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
皆
様
が
待
望
さ
れ

て
お
ら
れ
た
、
商
工
会
義
所
会
館
の

建
設
が
本
年
３
月
末
の
竣
工
を
目
指

し
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。
新
会

館
は
誰
も
が
利
用
し
学
べ
る
地
域
経

済
振
興
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
か
つ

本
市
産
業
振
興
の
拠
点
と
し
て
オ
ー

プ
ン
な
会
館
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
と
り
ま
し
て
昨
年
は
、
地

方
分
権
の
推
進
と
こ
れ
に
伴
う
協
働

型
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、
21
世
紀

を
基
点
と
し
た
基
本
構
想
の
も
と
、

新
基
本
計
画
を
推
進
し
、
確
か
な
一

歩
を
刻
む
こ
と
が
で
き
た
一
年
で
あ

り
ま
し
た
。
特
に
、
市
民
生
活
の
向

上
と
自
然
環
境
を
重
視
す
る
観
点
か

ら
、
多
様
化
し
た
ご
み
に
対
応
す
る

新
た
な
処
理
方
式
で
あ
る
「
ガ
ス
化
・

高
温
溶
融
一
体
型
直
接
溶
融
炉
」
を

採
用
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
は
国

基
準
を
大
幅
に
上
回
る
な
ど
、
環
境

へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
新
清
掃
工
場

が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
、

さ
ら
に
、
ハ
ミ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
再
構

築
や
街
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

新
世
紀
事
業
交
流
化
に
向
け
た
取
り

組
み
等
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に

よ
る
街
づ
く
り
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
、
イ
オ
ン
や
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
更
に
は
日

産
カ
レ
ス
ト
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
と
、

本
市
は
県
内
で
も
上
位
の
商
業
力
を

有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方
で
、

大
型
店
の
出
店
は
、
商
業
環
境
に
大

き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
す
の
で
、

調
和
の
と
れ
た
街
づ
く
り
が
損
な
わ

れ
な
い
よ
う
、
そ
し
て
、
地
元
の
商

業
者
の
方
々
と
は
、
共
存
共
栄
に
な

る
よ
う
十
分
な
配
慮
も
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

商
工
会
譲
所
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
後
と
も
習
志
野
市
の
街
づ
く
り

に
積
極
的
な
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
た
な
る
年
の
は
じ
ま
り
に
あ

た
っ
て
、
習
志
野
商
工
会
議
所
各
位

の
ご
健
勝
と
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

に
、
一.

本
市
産
業
の
振
興
拠
点
と
し

て
、
二.

企
業
経
営
・
街
づ
く
り
に
役

立
つ
情
報
の
発
信
拠
点
と
し
て
、
三.

産
学
官
民
の
交
流
拠
点
と
し
て
の
役

割
が
果
た
せ
る
よ
う
、
企
業
の
経
営

支
援
に
必
要
な
専
門
知
識
や
人
材
、

IT
な
ど
の
機
能
が
集
中
し
た
施
設
と

す
べ
く
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
新
会
館
を

2003

産
業
振
興
の
拠
点
と
す
る
た
め
に
、

市
内
大
学
の
助
言
を
得
て
先
進
的
な

情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
ほ
か
、

収
容
人
数
や
用
途
に
応
じ
て
使
い
分

け
る
こ
と
の
で
き
る
大
小
会
議
室
は
、

各
種
会
議
や
研
修
な
ど
に
ご
利
用
い

た
だ
け
る
の
を
は
じ
め
、
展
示
会
な

ど
に
も
対
応
で
き
ま
す
。
ま
た
、
機

能
性
を
重
視
し
た
事
務
室
に
は
、
安

心
し
て
相
談
を
受
け
ら
れ
る
経
営
相

談
室
、
記
帳
指
導
室
な
ど
が
設
け
ら

れ
、
各
種
の
ご
相
談
に
気
軽
に
お
越

し
い
た
だ
け
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　

習
志
野
商
工
会
議
所
の
目
指
す
と

こ
ろ
は
、
豊
か
な
都
市
づ
く
り
の
実

現
で
す
が
、
新
会
館
の
完
成
を
契
機

に
、産
学
官
民
が
共
通
の
意
識
を
ベ
ー

ス
に
、
一
体
と
な
っ
て
習
志
野
市

の
基
礎
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
振
興
は
、
地
域
の
活

性
化
と
発
展
の
源
泉
で
ご
ざ
い
ま
す
。

習
志
野
商
工
会
議
所
で
は
、
会
員
と

の
信
頼
を
も
と
に
、
産
学
官
が
手
を

携
え
て
勇
気
を
も
っ
て
変
革
に
挑
戦

し
、
地
域
社
会
の
活
力
づ
く
り
に
貢

献
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
、
市
民
の
皆
様
の
更
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
会
館
完
成
に
向
け
全
力
を 
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会頭　志村　征　一　

▲地域経済振興の活動拠点として（完成予想図）



　

大
学
の
も
つ
専
門
技
術
や
特
許

に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
す
る

と
と
も
に
、
企
業
が
直
面
す
る
技

術
的
問
題
に
、
研
究
員
や
技
術
・

技
能
者
を
派
遣
し
ま
す
。
ま
た
、

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
や
東
葛
テ
ク

ノ
プ
ラ
ザ
と
の
連
絡
窓
口
と
し
て

も
活
用
で
き
ま
す
。

　

新
会
館
内
で
大
学
の
ゼ
ミ
や

セ
ミ
ナ
ー
を
行
う
な
ど
、
大
学

と
身
近
に
ふ
れ
あ
う
場
を
提
供
し

ま
す
。
ま
た
、
各
大
学
に
お
け
る

研
究
開
発
や
先
生
方
を
、
会
報
や

HP
等
を
通
じ
て
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。

商 工 習 志 野 第１９０号（２）平成１５年１月１０日発行

　

学
生
が
企
業
で
短
期
間
業
務
を

体
験
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
。

そ
の
受
入
れ
企
業
と
の
窓
口
を
新

会
館
内
に
設
置
し
ま
す
。

※
昨
年
度
の
派
遣
受
入
先
企
業

㈱
小
出
ロ
ー
ル
鉄
工
所
、
㈲
金
野

製
作
所
、
三
幸
工
業
㈱
、
㈱
ダ
イ

エ
ー
津
田
沼
店
（
順
不
同
）

　

習
志
野
商
工
会
議
所
で
は
、
先
に
公
表
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
２
０
０
０
に
お
い
て
、
習
志
野
市
の
特
色
を
活
か
し
た
街

づ
く
り
を
目
標
と
し
た
「
ナ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
都
市
」
構
想
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
そ
の
中
核
事
業
の

ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
産
学
官
連
携
事
業
で

す
。
現
在
、
大
学
側
は
、
民
間
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

共
同
研
究
、
地
域
住
民
へ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
開
放
な
ど
、
積
極
的
な

交
流
を
展
開
し
始
め
て
い
ま
す
。
当
所
で
も
、
市
内
大
学
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
価
値
の
創
造
に
向
け
て
の
具
体
的
な
取
り
組

み
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
15
年
度
は
、
新
会
館
を
技
術

交
流
の
拠
点
（
事
務
局
）
と
位
置
づ
け
、研
修
や
懇
談
を
通
じ
て
、

大
学
の
機
能
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
技
術
開
発
や
共

同
・
委
託
研
究
な
ど
の
具
体
的
交
流
の
実
現
に
向
け
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

▲施設見学会（東邦大）

　

優
秀
な
学
生
を
地
元
企
業
に
紹

介
（
就
職
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
提

供
）
す
る
こ
と
で
、
市
内
産
業
の

活
性
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

よ
り
高
い
知
識
や
レ
ベ
ル
を
も
っ

た
即
戦
力
の
人
材
を
確
保
で
き
る

環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

＊
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

工
業
部
会
、
物
づ
く
り
戦
術
委
員

会
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

平
成
15
年
度
に
取
り
組
む
主
な
事
業

▲施設見学会（千葉工大）

▲職場実習（日大）

　千葉工業大学は、昭和 17年 (1942 年 ) に国家の要請を受け興亜工業大学とし
て設立され、その後、千葉県に移り現在の千葉工業大学になったものであります。
したがって、設立以来 60年を経過し、また、戦後習志野市に移転してからも 50
年以上を経過して、名実ともに習志野市に根付いた大学であるといっても過言で
はないほどです。
　習志野市に移転してきた時には、学生の数もかなり少なかったのですが、現在では約１万人になり、
単科工業大学としてはかなりの規模で、日本でも有数の工業大学に発展しました。そして、卒業生も 5
万人を超える程になり、日本をはじめ海外でも活躍しています。卒業生にとっては、習志野市、特に津
田沼付近で過ごした何年間は、一生の思い出として永久に残るものと思われます。
　さて近年、産官学の連携が色々と話題になることが多いのですが、すでに我々の大学の教員は何らか
の形で習志野市の行政に、また市内企業に協力し、かなりの成果を挙げていることも事実であります。
しかし、正直な所まだまだといった感じが強く、その理由として一般市民に対して大学の敷居が依然と
して高いということが挙げられますが、実際は、大学はむしろ市民の申し出を待っている状態であると
考えて下さい。しかしながら、大学に訪れるのが初めての方にとってはやはり抵抗があることも十分理
解出来ますので、もし可能ならば、習志野商工会議所の一隅に市内大学の連絡所を設けて、どなたかが
常勤し、新しい相談事があればすぐに大学に連絡していただければと思います。そして、このことが市
民と大学との潤滑油となり、地域に密着した大学としてお役に立つひとつの手段となることは明らかで
あります。
　また、大学には１万人近くの学生がおり、学生間のクラブもたくさんありますので、色々と市民のお
役に立つことが出来るものと考えています。現に、吹奏楽同好会は習志野市のお祭りに参加して好評を
博していますし、市民の皆さんがもっと学生との交流を積極的にお考えになれば、もっと面白いことが
出来る可能性が高いと思われます。このようなことを含め習志野商工会議所が斡旋して頂ければ、より
効果的であると考えられます。
　まだまだ緑の多い習志野市が、その環境に即しながら商業、工業の発展を考えるならば、ある意味で
は大学の存在は大きいのではないかと思われます。我々千葉工業大学としても、市民との交流が盛んに
なり、ひいては習志野市がますます発展し、文化的にもより充実した街になることを切に希望しており
ます。

千葉工業大学理事長　豊田　耕作

大学との連絡窓口の設置を

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
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、
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流
サ
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人
材
（
学
生
）
の
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大学は企業のパートナー 
ー市内大学との交流の架け橋にー　  新春企画

　習志野市は、高度成長経済とともに、首都圏のベッドタウンとして発展してき
ました。こうした中でも産業は、昭和 30年代の大手工場の誘致をはじめ、戦後
からの京成沿線の商店街の発展や50年当時の大型店の出店があり、大学も「千葉工業大学」、「日本大学」、
「順天堂大学」、「東邦大学」があり、まさしく、習志野には産業と学問の両方がある都市でありました。
　今我が国は、大きな変革期に来ており、習志野市も将来に向けて自立した都市としていくためには、
その起爆剤である大学との連携が、大変重要なこととなっております。
　そこで平成 13年度から、市民も含めて、産学官連携で産業と地域を活性化させる「産業振興計画」
の策定に取り組んでいるところですが、今年度はそれを完成させ、市民、産業界、大学、行政のそれぞ
れの役割を確認しあい、力を合わせて習志野市全体の活性化に向かっていこうと思っています。
　習志野市にとって、産業界への期待はもとより、大学の教員や学生、それに施設の市民活用に大きな
期待をしています。これは今、日本経済全体に元気がありませんので、特に本市のような地域社会にお
ける産業界には、市内の大学から市内企業へ就職する学生さんが大勢出て、活性化に貢献していただけ
るよう願っています。
　また、市民の高齢化も進んでおりますが、昔とは違い、まだまだ元気で地域社会で活躍できる方が大
勢います。そして、現役で働いている方にも、より高い知識や技能を身につけ、高いレベルで人生を前
向きに生きていこうと考えている方も多いと思います。
　そこで、これらの方々のために大学の施設の活用や、また、いわゆるリカレント教育や公開講座など
が行われることは、大変有意義なことと考えています。
　本市では、21世紀の新基本計画で「協働」という言葉をキーワードにいたしましたが、これは、行
政だけでは、人的にも財政的にも都市や地域社会の運営が困難な時代であると思うからです。
　現在、習志野市の 3つの大学には、約 2万人の優秀な学生さんや教員の皆さんがいると聞いています。
これらの方々の研究の成果や持っているエネルギーを大学という枠の中だけでなく、地域の皆さんとと
もに生かしていただけることを期待しています。そして、お互いの協働の関係をより強固なものとし、
習志野という地域社会を産学官連携でますます発展させていきたいと思います。

市民と産学官協働の
　　　　　　　産業振興を

習志野市長　荒木　勇

大学は企業のパートナー 
ー市内大学との交流の架け橋にー　  新春企画
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祉
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動
や
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を
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し
て
地
域
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会
に
貢
献
し
て
き
た

習
志
野
商
工
会
議
所
女
性
会
（
会

長
：
浜
名
靖
子
氏
）
が
、
昨
年
の

11
月
27
日
に
創
立
20
周
年
を
迎
え

た
の
を
記
念
し
て
、
式
典
を
は
じ

め
と
す
る
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト

を
左
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
み

な
さ
ん
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
平
成
15
年
３
月
16
日
㈰

開
場　

12
時
30
分

開
演　

午
後
１
時

場
所
＝
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル

内
容
＝
第
１
部　

習
志
野
高
校
吹

奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
会

日
時
＝
平
成
15
年
２
月
12
日
㈬　

午
後
２
時
〜

場
所
＝
サ
ン
ペ
デ
ッ
ク
小
ホ
ー

ル
、
銀
座
ア
ス
タ
ー 

津
田
沼
賓
館

内
容=

第
１
部  

記
念
式
典

第
２
部　

オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

（
佐
藤
一
美
）、
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
コ

ン
サ
ー
ト

＊
そ
の
他
、「
記
念
植
樹
」
や
「
記

念
誌
発
行
」を
予
定
し
て
い
ま
す
。

商 工 習 志 野（３）　第１９０号 平成１５年１月１０日発行

〝
人
に
優
し
い
街
づ
く
り
〞を
テ
ー

マ
に
、
谷
津
ハ
ー
ト
ピ
ア
構
想
の

一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
谷

津
駅
周
辺
環
境
整
備
の
第
一
期
工

事
が
こ
の
ほ
ど
完
了
し
、
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月
14

日
㈯
、
谷
津
駅
北
口
太
陽
の
広
場

で
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
完
成
し
た
の
は
①
駅
前
広

場
の
街
路
灯
設
置
（
５
機
）、
②

風
力
発
電
用
の
風
車
の
設
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、
③

遊
歩
道
へ
の
人
工
芝
の
設
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の

各
施
設
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風
力
発
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用
の
風

車
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、
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独

太
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洋
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横
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し
た
海
洋
冒
険
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堀
江
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一
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、
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海
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用

し
て
い
た
風
車
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同
じ
型
を
使
用

し
て
い
る
そ
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で
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谷
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駅
南
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キ
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安
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燈
の
発
電
な
ど
に
利
用
さ

れ
て
い
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。

　

ま
た
、
東
西
に
伸
び
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人
工
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は
、
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ー
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ー
ト
倶
楽
部
に

よ
る
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花
の
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街
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今
年
の
８
月
ま
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に
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側
の

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
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レ
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が
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さ
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そ
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北
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ア
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リ
ー
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現
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向
け
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谷
津
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周
辺
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
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催
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＝
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市
、
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志
野
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会
、
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志
野
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ル
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せ
＝
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性
会
事
務
局
担
当 

山
本
・
原
田　

☎
（
４
５
２
）

６
７
０
０　

ま
で

　日本大学は 14学部、18大学院を擁する総合私立大学であり、生産工学部は
昭和 40年理工学部より分離独立して創設されました。その歴史は、前身となる
昭和27年の工業経営学の設置を起点としておりますので、平成14年に学部創設50周年を迎えました。
日本の大学制度は明治以降欧米の制度を導入してはじめられましたので、伝統ある大学でも百数十年の
歴史ですが、欧米の伝統校では数百年の歴史を有しております。その中で理学部より工学部は産業界に
近い学部として創設されており、理学部より歴史が新しいのが通例となっております。そういった流れ
からすると、本学部は工学部よりさらに産業界に近い学部として創設され、経営が理解できる技術者の
育成に努めております。本学部には津田沼（泉町）、実籾の両キャンパスがありますが、いずれも表示
は習志野市となっております。本学部は機械、電気電子、土木、建築、応用分子化学、管理、数理情報
の 7学科よりなり学則定員は 1400 名となっております。
　学部創設時より産学交流に力を入れており、その一つとして学外における企業実習（生産実習）を全
学科必修として一貫して実施してきました。これが文部科学省のインターンシップ導入の要請に適合す
るものとして評価されるようになりました。平成 15年度より、関東地域インターンシップ推進協議会
が本学部におかれることになっております。平成 13年度より、企業等で勤務を続けながら研究指導を
うけて博士課程への道を開く大学院後期課程に社会人入学を認めていますが、平成 14年 3月この制度
によるはじめての修了生 5名が学位を取得しました。それぞれの職場でのいっそうの活躍を期待してい
ます。この制度は大学院博士前期課程修了、あるいは大学卒でなくても受験の門戸を開いております。
　日本大学は産学連携機関として国際産業技術・ビジネス育成センター（NUBIC）がありますが、そ
れ以前から本学では生産工学研究所内に工業技術相談室を設けて技術相談に応じています。また、千葉
県の東葛テクノプラザにも連絡室を設けて相談に応じていますし、大久保商店街の活性化にもお手伝い
しています。大学・学部も地域社会の一員であり、地域の発展、振興の一翼を担うべきものであると考
えます。戦後軍事施設の移管をうけて発展してきた本学部は、習志野の皆さんとは深いご縁をいただい
ております。習志野という名が示すように軍都から戦後学都へ、さらに都市化へと発展した習志野市の
活力に満ちた調和ある発展を願うものであります。

活力に満ちた
　　　　調和ある発展を願う

日本大学生産工学部長　大谷　利勝
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女性会会長
浜名 靖子氏

▲谷津小学校吹奏楽部による記念演奏

▲街路灯（左）と風力発電風車

大学は企業のパートナー 
ー市内大学との交流の架け橋にー　  新春企画

　年頭にあたり、習志野商工会議所の益々のご発展を祈念いたしますとともに、
地域の大学としての東邦大学の現状をいくつかご紹介させていただきます。
　まずは、東邦大学の就職状況ですが、就職室が、薬学部・理学部両方の学生の就職を支援しています。
３年後期のガイダンスに始まり、各種の就職講座や学内での企業説明会を数回行います。同時に学生自
身もインターネットでの企業探しをします。現在の内定状況は昨年並みで、普段の学業成績とは一寸別
で、状況把握能力や人との対応能力が優れている学生が良い結果を出しています。
　次に、地域企業との関連ですが、学生は最初は都内の企業を対象に就職活動を始めます。学生の中央
志向と、地域にどのような業界・業種があるのか、また実際に求人があるのかも解っていない情報不足
が原因でしょう。就職室に御当地コーナーを作るのも良いかもしれません。学生が始めた「大久保クラブ」
が商店街のイベントに協力していますが、大学側も「産官学懇談会」による交流がより実りある街づく
りに役立つように心掛けております。
　最後に、これからの課題としては、これまで理学部は、教育・研究の面で内向きだったと思います。
むしろ、学生の方が就職活動などを通じて社会と接して来ました。これからは学部自身の教育方法・内
容も社会の要請に対応していく必要もあろうかと思います。インターンシップ制度も３年目になりまし
たが、在学中に大学以外の実社会の模擬体験をすることが、入社後の違和感や早期転職の防止だけでな
く、視察に行く教員の意識向上にも役立つものと期待しています。地域の企業との例はまだ少ないので
すが、これをきっかけに、技術相談や企業の方からの訪問が増えればと思います。これまで技術移転は
個々の教員ではいくつかありますが、大学としての構想はまだ未熟です。大学の研究紹介コーナーの設
置やホームページを充実することで、大学に気楽に立ち寄れるようになって、その中から、企業が何か
学内の面白い技術を捜せるようになればと思います。このような課題は、東邦大学だけの問題ではない
と思いますが、今後、大学間の提携をもとに、その立っている根拠である地域の発展を併せて考えてい
きたいと思います。

地域企業との交流を密に
東邦大学理学部長　岡田  光正
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ー
ジ
に
は

よ
く
「
新
着
情
報
」
と
い
う
項
目

が
載
っ
て
い
る
。
お
客
様
に
お
知

ら
せ
し
た
い
最
近
の
出
来
事
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
が
よ
く
よ
く

眺
め
る
と
、そ
の
隣
に
は「
ト
ピ
ッ

ク
ス
」「
お
知
ら
せ
」「
特
集
」
な

ど
と
い
う
項
目
も
並
ん
で
い
た
り

す
る
。
一
体
そ
れ
ぞ
れ
ど
こ
が
違

う
の
だ
ろ
う
、
と
利
用
者
は
悩
ん

で
し
ま
う
。
情
報
デ
ザ
イ
ン
が
悪

い
と
は
、
一
言
で
言
え
ば
、
情
報

の
整
理
の
仕
方
が
下
手
だ
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
起

こ
る
の
か
、
理
由
の
一
つ
は
、
担

当
者
の
頭
の
中
が
よ
く
整
理
さ
れ

て
い
な
い
、と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

だ
が
概
し
て
、
企
業
と
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
取
り
上
げ
る
べ
き
情

報
の
重
要
性
が
整
理
さ
れ
て
い
な

い
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

例
え
ば
、
中
小
企
業
も
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
る
と
き
、
次
の

よ
う
な
こ
と
に
悩
む
は
ず
だ
。

「
わ
が
社
は
、
消
費
者
の
お
客

様
と
企
業
の
お
客
様
が
い
る

が
、
ど
ち
ら
を
重
視
す
れ
ば
よ

い
だ
ろ
う
？
」「
わ
が
社
に
は
、

た
く
さ
ん
の
扱
い
商
品
が
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
順
番
で
紹
介

す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
？
」「
企

業
紹
介
、
学
生
の
リ
ク
ル
ー
ト

情
報
、
営
業
案
内
、
商
品
利
用

法
と
い
ろ
い
ろ
載
せ
た
い
が
、

ど
の
よ
う
に
整
理
し
た
ら
よ
い

だ
ろ
う
？

　

こ
の
解
決
法
は
た
だ
一
つ
。

ト
ッ
プ
が
意
思
決
定
す
る
こ
と

だ
。
原
則
と
し
て
は
、
重
要
性

の
順
番
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

扱
い
も
メ
リ
ハ
リ
を
付
け
る
こ

と
が
鉄
則
だ
。
営
業
サ
ポ
ー
ト

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
い
た
い

な
ら
、
ま
ず
そ
の
情
報
を
徹
底

的
に
前
面
に
出
す
。
お
客
様
は

神
様
だ
、
と
い
う
前
に
、
ど
の

お
客
様
が
わ
が
社
に
と
っ
て
最

も
重
要
か
を
考
え
よ
う
。
そ
の

結
論
が
出
た
な
ら
、
そ
の
お
客

様
が
読
み
や
す
い
形
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
編
集
す
べ
き
だ
。

　

最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
メ
リ

ハ
リ
の
な
い
て
ん
こ
盛
り
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
あ
る
こ
と
を
理
解

し
よ
う
。

　

Ｍ
＆
Ｍ
研
究
所
代
表

　
　
　
　
　
　
　

三
石　

玲
子

「
情
報
デ
ザ
イ
ン
」
と
は
情
報
の
整
理
法  

ー
「
て
ん
こ
盛
り
」
は
最
悪
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

14
日
㈫

15
日
㈬

21
日
㈫

21
日
㈫

23
日
㈭

28
日
㈫

年
末
調
整
指
導
会

（
11
時
〜 

サ
ン
ロ
ー
ド

６
階
）

第
103
回
簿
記
検
定
受
付

開
始

（
〜
29
日
）

第
51
回
販
売
士
検
定
受

付
開
始

（
〜
24
日
）

金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル

説
明
会

（
15
時
〜 

サ
ン
ロ
ー
ド

６
階
）

会
館
建
設
特
別
委
員

会
・
代
表
者
連
絡
合
同

会
議

（
11
時
〜 

サ
ン
ロ
ー
ド

６
階
）

習
志
野
ベ
ン
チ
ャ
ー
Ｎ

Ｅ
Ｔ
Ｓ

（
18
時
〜　

ホ
テ
ル
松

翠
館
）

第
167
回
珠
算
検
定　

（
９
時
〜 

市
立
第
五
中

学
校
）

女
性
会
創
立
20
周
年
記

念
式
典

（
14
時
〜 

サ
ン
ペ
デ
ッ
ク
）

工
業
部
会
・
貿
易
振
興

会
合
同
視
察

（
成
田
市
・
流
山
市
）

９
日
㈰

12
日
㈬

13
日
㈭

中　

旬

下　

旬

２　

月

商 工 習 志 野（５）　第１９０号 平成１５年１月１０日発行

　

12
月
７
日
㈯
、
カ
ー
ド
ッ
ク

ト
ウ
ホ
ウ
（
代
表
取
締
役 

山
口

昭
彦
氏　

当
所
会
員
）
で
、
市
民

を
対
象
と
し
た｢
第
１
回 

障
害

を
持
つ
方
の
た
め
の
マ
イ
カ
ー

点
検
・
整
備 

体
験
Ｄ
Ｉ
Ｙ
講
座｣

が
、
習
志
野
市
の
後
援
で
開
催
さ

助
成
の
内
容
＝
①
左
表
の
措
置
を

新
た
に
実
施
す
る
場
合
。
②
改
善

計
画
書
：
従
業
員
数
に
よ
り
、
15

〜
20
万
円
支
給
。

問
合
せ
＝
㈶
21
世
紀
職
業
財
団
千

葉
事
務
所
☎
０
４
３
（
２
２
５
）

２
２
９
５ 

ま
で

浜名会長

れ
ま
し
た
。

　

一
昨
年
、
同
社
で
実
施
し
た
マ

イ
カ
ー
点
検
教
室
に
身
障
者
の
方

が
参
加
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

障
害
者
の
方
に
も
車
を
も
っ
と
身

近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
山
口

社
長
が
市
の
障
害
福
祉
課
に
呼
び

か
け
実
現
し
た
も
の
で
、
県
内
で

は
初
と
な
る
試
み
。

　

午
前
と
午
後
に
分
か
れ
て
実
施

さ
れ
た
講
習
会
で
は
、
法
的
強
制

力
が
な
い
た
め
お
ろ
そ
か
に
さ
れ

が
ち
な
12
ヶ
月
点
検
整
備
に
つ
い

て
、
約
２
時
間
に
わ
た
り
プ
ロ
の

整
備
士
と
マ
ン
・
ツ
ー
・
マ
ン
で

実
際
の
整
備
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
鷲
見
（
す
み
）

さ
ん
（
津
田
沼
在
住
）
は｢

車

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
知

る
だ
け
で
も
貴
重
な
経
験
で
し

た
。
自
分
の
車
に
愛
着
が
わ
き

ま
し
た｣

と
感
激
し
た
様
子
。

　

山
口
社
長
は｢

も
っ
と
広
く

PR
し
て
、
多
く
の
方
々
に
参

加
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
地
域
に
根
づ
い
た
整
備
工

場
を
目
指
し
、
今
後
も
継
続
し

て
実
施
し
て
い
き
ま
す｣

と
、

今
年
度
以
降
も
無
料
体
験
を
開

催
し
て
い
く
そ
う
で
す
。

障
害
を
持
っ
た
方
の
た
め
の

 　

マ
イ
カ
ー
点
検
・
整
備
講
座
を
開
催

▲マンツーマンで整備を体験

会 議 ・ 事 業 予 定

１月～２月上旬

助成対象となる措置 

１．雇入れ時健康診断 
２．定期健康診断 
３．人間ドック 
４．生活習慣病予防健診 
５．基礎的知識の講習 
６．保険･共済の掛金負担 
７．通勤に関する便宜供与 
８．ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ制度の導入 

中規模事業主 

2,400円 
2,400円 
3,500円 
1,300円 
1,400円 
4,000円／年 
8,600円／年 
120,000円 

小規模事業主 

3,600円 
3,600円 
5,200円 
2,000円 
2,100円 

6,500円／年 
12,400円／年 
150,000円 

＊常用労働者30人以上＝中規模事業主 
＊No８は１回限り 

単位：1人当たりの金額 表 

田中部会長

▲自分の車は自分で整備



（　
　
　

)

あ
の
店 

こ
の
工
場 
会員紹介 

　

工
藤
さ
ん
が
、
本
田
技
研
で
長

年
オ
ー
ト
バ
イ
や
自
動
車
の
開
発

に
携
わ
っ
て
き
た
２
人
の
技
術
者

と
知
り
合
っ
た
の
が
定
年
間
近
の

頃
。
会
社
を
退
い
て
も
な
お
持
ち

続
け
て
き
た
〞画
期
的
な
乗
り
物

を
開
発
し
た
い
〞
と
い
う
夢
を
叶

え
る
た
め
に
、
み
ん
な
で
会
社
を

作
ろ
う
と
呼
び
か
け
た
の
が
創
業

の
き
っ
か
け
。

「
あ
ら
ゆ
る
乗
り
物
が
技
術
革
新

し
て
い
く
中
で
、
自
転
車
だ
け
は

発
明
さ
れ
た
２
０
０
年
前
と
ほ
と

ん
ど
構
造
が
変
わ
っ
て
い
な
か
っ

た
ん
で
す
」
と
工
藤
さ
ん
。

　

人
が
”自
転
車
は
二
輪
で
あ
る
“

と
当
た
り
前
に
考
え
て
い
た
こ
と

の
常
識
を
覆
し
、
三
輪
の
自
転
車

を
作
ろ
う
と
い
う
画
期
的
な
発
想

か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、
こ
の
三
輪

自
転
車
「
ｔ
ｒ
ｉ
ｋ
ｅ
（
ト
ラ
イ

ク
）」

　

一
般
的
な
三
輪
自
転
車
と
い
う

と
、
前
輪
が
一
輪
、
後
輪
が
二
輪

第 70回

▲社長の工藤さん

な
や
み
ご
と
・
相
談
受
付
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い  

顧
問
弁
護
士   

渡
辺　

惇
先
生 　

☎
（
４
７
２
）
０
９
１
１

▲
【
応
募
の
き
ま
り
】
１
人
１
通
ま
で
。
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
４
５
２
）
６
７
４
４
ま
た
は
、
ハ
ガ
キ
〒
２
７
５
ー
０
０
１
６
習
志
野
市
津
田
沼
５
ー
12
ー
12
ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
：key21@

narashino-cci.or.jp

ま
で
。【
し
め
き
り
】
１
月
24
日
㈮
必
着

商 工 習 志 野 第１９０号（６）

会員プレゼント応募用紙（１月号）

　

茜
浜
に
あ
る
工
業
団
地
の
一
角
に
、
自
分
た
ち
の
も
つ
技
術
と

夢
が
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
数
カ
国
に
認
め
ら
れ
は
じ
め
て
い

る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は 

㈱
ア
バ
ン
テ
ッ
ク 

社
長
の
工
藤
敏
之
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

No 167

｢

新
三
輪
自
転
車
を
世
界
に｣

　
　
　

㈱
ア
バ
ン
テ
ッ
ク

で
す
が
、
ｔ
ｒ
ｉ
ｋ
ｅ
は
前
輪
が

二
輪
、
後
輪
が
一
輪
と
い
っ
た
構

造
で
、
他
に
は
見
た
こ
と
の
な
い

形
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
自
転
車
の
大
き
な

特
徴
は
、
自
転
車
に
乗
る
こ
と
の

出
来
な
い
人
で
も
簡
単
に
乗
る
こ

と
が
出
来
る
と
い
う
点
で
、
そ
の

秘
密
は
人
間
の
骨
盤
を
ヒ
ン
ト
に

し
た
「
パ
ラ
レ
ル
・
リ
ン
ク
・
シ

ス
テ
ム（
Ｐ
Ｌ
Ｓ
）」に
あ
り
ま
す
。

　

普
通
、
前
輪
が
二
輪
な
ら
ば
、

カ
ー
ブ
を
曲
が
る
際
に
車
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
て
し
ま
い
そ
う
で

す
が
、
こ
の
Ｐ
Ｌ
Ｓ
が
付
い
て
い

る
こ
と
に
よ
っ
て
前
輪
と
後
輪
が

同
時
に
傾
斜
す
る
の
で
、
低
速
時

や
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
で
も
傾
斜
45
度

ま
で
な
ら
ス
ム
ー
ズ
な
ハ
ン
ド
ル

操
作
が
可
能
と
な
り
、
安
定
性
・

ス
ピ
ー
ド
感
と
も
に
抜
群
で
、
さ

ら
に
、
デ
コ
ボ
コ
道
で
の
シ
ョ
ッ

ク
を
普
通
の
自
転
車
の
半
分
に
和

ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ま

さ
に
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が

乗
れ
る
夢
の
自
転
車
で
す
。

　

以
前
、
大
手
メ
ー
カ
ー
が
何

年
も
か
け
て
研
究
し
、
多
額
の
投

資
を
行
っ
て
も
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
こ
の
「
Ｐ
Ｌ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
」、

現
在
は
世
界
14
ヶ
国
に
特
許
出
願

中
で
、
既
に
ア
メ
リ
カ
と
中
国
で

は
取
得
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
こ
の
Ｐ
Ｌ
Ｓ
を
、
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
や
建
設
機
械
な
ど
、
様
々
な
技

術
に
応
用
し
て
い
く
の
が
私
の
夢

で
す
」
と
工
藤
さ
ん
。
会
社
自
体

も
、
中
小
企
業
庁
か
ら
の
創
造
法

認
定
企
業
の
適
用
を
受
け
、
中
小

企
業
活
性
化
支
援
金
を
受
け
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
信
用
を
得
て
き

ま
し
た
。

　

現
在
は
、
良
品
計
画
か
ら
の
受

注
に
よ
り
、「
無
印
良
品
」
店
で

販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
取
扱
い
代

理
店
も
増
え
て
き
て
い
る
そ
う
な

の
で
、
街
中
で
こ
の
夢
の
三
輪
自

転
車
「
ｔ
ｒ
ｉ
ｋ
ｅ
」
を
目
に
す

る
機
会
が
増
え
て
き
そ
う
で
す
。

※
ｔ
ｒ
ｉ
ｋ
ｅ
に
関
す
る
お
問
合

せ
は
直
接
、
㈱
ア
バ
ン
テ
ッ
ク
ま

で
。

定
休
日
＝
年
中
無
休

営
業
時
間
＝
９
：
00
〜
19
：
00

茜
浜
１
ー
11
ー
４

 

☎
（
４
０
８
）
ー
２
７
８
８

　

㈲
高
山
写
真
館
【
津
田
沼
１
ー
２
ー
11
☎
（
４
７
２
）

３
２
０
０
】
様
の
ご
提
供
に
よ
り
、
使
い
捨
て
カ
メ
ラ

｢

写
ル
ン
で
す｣

を
５
名
様
に
。
晴
れ
着
・
成
人
式
に

い
か
が
で
す
か
！
。
お
客
様
の
真
心
を
写
し
ま
す
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
の
街
の｢

ド
コ
モ｣

の
お
店
「
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ

プ
津
田
沼
店
」【
谷
津
７
ー
８
ー
１ 

JR
津
田
沼
駅
南
口
駅

前
☎
（
４
７
６
）
１
１
０
０
）
様
の
ご
提
供
に
よ
り
、
ド

コ
モ
テ
レ
カ
モ
バ
イ
ラ
ー
ズ
チ
ェ
ッ
ク
（
１
０
０
０
分
）

を
５
名
様
に
。
お
気
軽
に
お
電
話
・
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

② ｢写ルンです ｣
5名様

㈲高山写真館
提供

①ドコモテレカモバイ
ラーズチェック 5 名様

ドコモショップ津田
沼店  提供　

あ
な
た
の
街
の
カ
ー
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー 

㈲
織
戸

自
動
車
整
備
工
場
【
谷
津
４
ー
８
ー
36
☎
（
４
５
１
）

２
６
６
０
】
様
の
ご
提
供
に
よ
り
、
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
（
15
年
３
月
ま
で
）
を
２
名
様
に
。

車
の
こ
と
な
ら
全
て
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ギ
フ
ト
・
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
企
画
・
制
作
・
販
売
の
㈲

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
【
津
田
沼
３
ー
２
ー
16
☎
（
４
７
８
）

０
１
８
８
】
様
の
ご
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㈲織戸自動車整備
工場提供

③携帯ストラップ
９名 様

㈲ベネフィット
 提供

▲この部分が「PLSシステム」
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へ
の
出
店
仲
介

▲夢の新三輪自転車「trike」


